
H28まちづくりふれあいトークで出された

質問や要望の対応について

【八代地区】

平成29年7月23日

資料２



区分 № 開催日 項目 質問の内容
H29対応策または
不可能な理由等

H29対応可能性
と対応時期

29年度担当部署

会場 82 H28.9.11 公共交通

氷見市民の新幹線へのアクセスが悪
い。目に見える結果を出すといってい
た、城端線-氷見線の直通化について
市としての考えは。

新高岡駅へのアクセスの利便性が高い
城端線-氷見線の直通化については、
市としても重要と考えており、現在も沿
線４市で協議会を作って、県と共にＪＲへ
要望等を実施しているところです。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

都市計画課
公共交通担当：
粟屋
30-2949

会場 83 H28.9.11 草刈り

７月の一斉清掃で草刈りをしているが、
また草が生えてきてしまう。その影響で
道路が狭くなってきている。側溝の泥を
すくうような手立てはないものか。機械
の貸し出しも含めて。

草刈りに使うため、乗用草刈機、タイヤ
ショベルを貸し出ししています。事前に
申請をしていただければ、日程調整を
行い、対応しています。また、側溝の泥
上げについては、道路整備地域支援事
業により重機借上料を助成しています。
いずれも建設課にご相談ください。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当：
河端
30-7070

会場 84 H28.9.11
イノシシ
対策

イノシシ対策について、柵などの対応で
は遅いと思う。草を刈ったり除草剤をま
いたりする費用がかかっている。
駆除をするような方法でやってもらえな
いか。

イノシシなどの鳥獣被害対策は、１番目
に野生動物の餌となる放任果樹など除
去や身を隠せる草の刈り取りなど、生息
環境管理を地域ぐるみで取り組むことが
重要であります。
２番目に、電気柵などの侵入防止柵を
適正に設置管理し、農作物を守ることに
より、農作物を野性動物に与えないこと
です。
３番目に捕獲となりますが、餌を排除す
ることで効率的に加害個体の減少につ
ながります。
そのため、捕獲だけに頼っても被害は
防げません。集落環境管理や侵入防止
柵設置については、農林畜産課にご相
談ください。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

農林畜産課
農業畜産・いの
しし等担当：高
野
74-8086



事前質
問等及
び会場

85 H28.9.11 消防

救急車について
角間地区に救急車が来た時、県道に救
急車を停めて現場に向かっていた。普
通車は十分通れる幅があるのにどうして
救急車は県道から入って来ないのか。
小型の救急車があれば、細い道も対応
できるのではないか。

出動場所の末端道路や駐車スペース事
情が分からないため、進入後の方向転
換やストレッチャーの稼動域を考慮する
と手前に停めざるを得ない場合がありま
す。小型の救急車の導入については、
法律の規格上難しいと考えています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
■不可能

消防本部
警防課：正保
74-8300

事前質
問等及
び会場

86 H28.9.11 情報格差

国見地区の携帯不感地帯の現況につ
いて
国見地区の携帯の不感地帯の対応に
ついては、現在どのようになっているの
か。

国見地区については、７月１４日に現地
で確認したところ、ソフトバンクは使用で
きましたが、他の２社は使用できません
でした。国の鉄塔整備事業は、いずれ
の通信事業者も不感の場合を対象とす
るものとなっているため、市としての整備
は難しいと考えており、通信事業者によ
る整備に向けて、利用されている通信
事業者に直接お問合せいただきたいと
思います。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

企画政策課
広報広聴担当：
高田
74-8012

事前質
問等及
び会場

87 H28.9.11 市民会館

新文化施設のことについて 新文化施設整備につきましては、本年２
月に基本計画案が示されました。
しかし、市街地全体のグランドデザイン
の基本方針が示されないまま新文化施
設のみを先行することは拙速であるとの
考えから、７月に設置した市街地グラン
ドデザイン検討委員会において再検証
することとしております。
つきましては、先の基本計画案を一つ
の案としながらも、立地や規模、事業ス
キームにおいても改めて検証し、再度
基本計画案をとりまとめていきます。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

芸術文化振興
室：平田
74-8215



会場 88 H28.9.11

漁業文化
交流セン
ター（旧
魚々座）

魚々座が休館になって指定管理者を入
れると決まったと聞いた。
収益が目的ではなく、漁村文化の紹介
のための、市にとって必要不可欠な施
設であったと思う。
指定管理者となると魚々座が当初の漁
村文化を伝える施設としては成り立って
いかなくなると考える。そのことについて
市として対策や考えを伺いたい。

本年度において、市街地のグランドデザ
イン検討と並行して、水産関係の事業
者や教育機関などの施設利活用者の
意見をまとめ、新たな施設の方向性を決
めることとしています。
しかし、県外からの修学旅行や学校関
係、イベントなど施設の利用を求める要
望を多くいただき、７月１４日から新たな
方向性が決まるまでの間を、市直営と
し、入館料を無料、経営効率の悪い収
益部門は当面行なわず、必要最小限度
の維持管理経費で施設を再開していま
す。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

漁業文化推進
室：大石
74-8018

会場 89 H28.9.11 公共交通

NPOバスは誇れるものだと思う。
人口減少で会員数が減ってきて、今後
どうするのかという意見が昨年のふれあ
いトークで出ていた。
NPOバスを会員のみが利用できるもの
ではなく、観光に来られた方にも利用で
きるものにできないか。

今後のことや会員以外の利用について
は、市内のＮＰＯ法人でバスを走らせて
いる法人代表者等で構成する氷見市Ｎ
ＰＯバス事業者連絡協議会の中で、協
議していきたいと考えています。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

都市計画課
公共交通担当：
粟屋
30-2949

会場 90 H28.9.11 防災

豪雨などの災害のことについて
磯辺地区は川が蛇行している。川の内
側に土が堆積して、竹などが生えてい
る状態で、川幅が狭まっている。
川の役目が果たせないのではないか。

河川管理者である県に要請をしました。
県では、順次パトロールを行い状況を見
て判断するとのことです。

■可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□■未定
□参考意見
□不可能

建設課
治水・治山担当：
椀澤
30-7071

会場 91 H28.9.11 保険

８月介護保険料が上がるのか、市の考
えは。

市民の皆様に対するニーズ調査や関係
団体との意見交換結果を基に、平成３０
年度から３２年度までの３箇年の計画で
ある「第７期介護保険事業計画」を策定
し、平成３０年４月に介護保険料の改定
を行う予定です。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

福祉介護課
介護保険担当：
大野
74-8066



会場 92 H28.9.11 防災

防災について
地域防災に携わる人をもっともっと増や
して欲しい。市の考えは。

平成29年度の防災士養成研修の受講
者を10名予定しており、広く市民から希
望者を募っていきたいと考えています。
また、氷見市防災士ネットワークと連携
をとりながら、防災教育プログラムや出
前講座を行っていきます。

■可能
□□対応済
□■年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

地域防災室：小
野
74-8021

事前質
問等

97 H28.9.11 側溝

胡桃・針木地区等の側溝の清掃につい
て胡桃地区や針木地区等で市道及び
林道の側溝が、イノシシが掘り起こした
影響もあり、長い距離にわたって埋まっ
ている。住民が少なく、地区で対応する
ことができないので、市で側溝の土を取
り除いてもらうことは可能か。また、土を
掘り出す機械を貸してもらうことは可能
か。

従来、林道の維持管理につきましては、
草刈り等を地元の皆様にお願いしてき
ましたが、特に中山間地域では高齢化
や人口減少に伴い、地区住民の皆様の
負担が増加しており、継続が難しい状
況であることは認識しております。
現地を確認してきましたが、イノシシが
掘り起こした場所の外、長年の間の法面
の崩れや枯葉、枝等により、ほとんどの
側溝が埋まっている状況でした。
市所有の建設機械等の貸し出しも行っ
ていますので、側溝等の清掃にご協力
いただきますようお願いします。
市といたしましても、市管理林道全てに
おいて、側溝の泥上げ等の対応は難し
いと考えておりますが、今後は地区の皆
様と協力しながら、出来るだけ対応して
いきたいと考えていますので、皆様のご
協力をお願いいたします。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当：
河端
30-7070



事前質
問等

98 H28.9.11
イノシシ
対策

イノシシ対策について
市のイノシシに対する考え方が甘いと
思う。農作物の被害額が減少してきて
いると言うが、電気柵の下の草の除去な
どに大きなコストがかかっている。法律
で毒殺ができないのであれば、特例で
一気に駆除できるような方法はないか。
また、イノシシだけでなく、カモシカやカ
ラス等の被害もある。

イノシシなどの鳥獣被害対策は、１番目
に野生動物の餌となる放任果樹など除
去や身を隠せる草の刈り取りなど、生息
環境管理を地域ぐるみで取り組むことが
重要であります。
２番目に、電気柵などの侵入防止柵を
適正に設置管理し、農作物を守ることに
より、農作物を野性動物に与えないこと
です。
３番目に捕獲となりますが、餌を排除す
ることで効率的に加害個体の減少につ
ながります。
そのため、捕獲だけに頼っても被害は
防げません。集落環境管理や侵入防止
柵設置については、農林畜産課にご相
談ください。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

農林畜産課
農業畜産・いの
しし等担当：高
野
74-8086

事前質
問等

99 H28.9.11 草刈り

草刈りの委託料について針木地区の水
道のタンク周りの草刈りに３人がかりで２
日かかったが、市からは１人１日分の委
託料しかもらっていない。現場の状況を
見て委託料を決めてもらえないか。

平成28年10月14日、針木地区自治振
興委員から現場の状況をお聞きし、話し
合いの結果、従前どおりの費用でご理
解をいただいております。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

上下水道課
上水道施設担
当：足立
74-8209

女性トー
ク
会場

398 H28.9.21 携帯不感

携帯電話が外出中に不感になることが
ある。

国見地区については、７月１４日に現地
で確認したところ、ソフトバンクは使用で
きましたが、他の２社は使用できません
でした。国の鉄塔整備事業は、いずれ
の通信事業者も不感の場合を対象とす
るものとなっているため、市としての整備
は難しいと考えており、通信事業者によ
る整備に向けて、利用されている通信
事業者に直接お問合せいただきたいと
思います。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

企画政策課
広報広聴担当：
高田
74-8012



女性トー
ク
会場

399 H28.9.21 道路

家の横の市道が崩れているので区長を
通して議員に話したのだが、自分は分
からないので職員にその旨を伝えてく
れとの回答であった。職員にいっても応
急処置だけだったので市道全部を見直
してほしい。

崩れの程度によって応急的な対応を行
い、経過観察とする場合があります。現
地を確認させていただいたところ、現在
は応急的な対応をしていますが、この後
修繕を検討しています。

■可能
□□対応済
□□年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

建設課
道の管理担当：
河端
30-7070

女性トー
ク
会場

400 H28.9.21
イノシシ
対策

普段の困りごととしてはイノシシ被害で
ある。電気柵を張ろうかと思っていた矢
先、農作物が荒らされた。

イノシシなどの鳥獣被害対策は、１番目
に野生動物の餌となる放任果樹など除
去や身を隠せる草の刈り取りなど、生息
環境管理を地域ぐるみで取り組むことが
重要であります。
２番目に、電気柵などの侵入防止柵を
適正に設置管理し、農作物を守ることに
より、農作物を野性動物に与えないこと
です。
３番目に捕獲となりますが、餌を排除す
ることで効率的に加害個体の減少につ
ながります。
そのため、捕獲だけに頼っても被害は
防げません。集落環境管理や侵入防止
柵設置については、農林畜産課にご相
談ください。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

農林畜産課
農業畜産・いの
しし等担当：高
野
74-8086

女性トー
ク
会場

401 H28.9.21

漁業文化
交流セン
ター（旧
魚々座）

漁業文化交流センター（旧魚々座）は
入り口に案内がなく、また網の説明も
あっていいと思う。

今後の施設の利用方法や改修を含め、
検討していきます。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

漁業文化推進
室：大石
74-8018

女性トー
ク
会場

402 H28.9.21
高齢者福
祉

１００歳体操をこの地区でもやりたいと
思っている。

平成２９年１月から角間（村木）で実施し
ています。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

福祉介護課
地域包括支援セ
ンター：七分
74-8067



女性トー
ク
会場

403 H28.9.21
高齢者福
祉

高齢化になってくるので将来が不安。
寂しい老後ではなく、皆仲良く楽しい老
後を送りたい。

高齢となっても元気で豊かに過ごすこと
ができるよう、趣味を持ったりすることや
ボランティア活動に参加したり、バランス
の取れた食事や適度な運動で健康を保
つことが大切です。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

福祉介護課
長寿・生活支援
担当：西中
74-8111

女性トー
ク
会場

404 H28.9.21
空き家対
策

一人暮らしの方がたくさんいる。その持
ち主が亡くなると空き家になる。そういっ
た事例が今後どんどん増えていきそうで
不安。

市では、地域の方とともに空き家問題に
取り組んでいきます。
空き家の利活用については、商工業・
定住課に、危険老朽空き家の撤去につ
いては、建設課にご相談ください。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

商工・定住課
定住促進担当：
赤倉
74-8075

建設課
建設住宅担当：
草山
74-8079

アンケー
ト

93 H28.9.11 保険

介護保険の利用状況について知りた
い。

平成２９年６月末現在、第１号被保険者
（６５歳以上）１７，６６６人のうち要介護認
定を受けている方は３，３１０人であり、１
８．７％の方が介護保険を利用していま
す。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

福祉介護課
介護保険担当：
大野
74-8066

アンケー
ト

94 H28.9.11 人の流れ

後継者がいない中山間地が多い中、氷
見市としてこれからどうすべきか。

平成２７年１０月に策定した「氷見市ま
ち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づ
き、基本目標Ⅳ「暮らし続けられるまちを
実現し、地域資源を効果的に活用した
魅力的な地域社会を実現する」を目指
し、たとえ人口が減ったとしても「豊かな
暮らし」「幸せな人生」が実現できるよう
取り組んでいます。
平成２９年度は、若者のＵターンを支援
する「ぶり奨学プログラム事業」や、移住
定住を支援する「移住定住促進事業」な
どを予算化し、新しい人の流れづくりを
進めていきます。

■可能
□■対応済
□■年度内
□■次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

企画政策課
政策推進担当：
蔵田
74-8011



アンケー
ト

95 H28.9.11 入札

入札の透明化。結果のみの公表ではな
く各業者の入札金額の公表をしてほし
い。

市役所２階にあります情報公開コー
ナーにて閲覧できますので、ご利用くだ
さい。

■可能
□■対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
□参考意見
□不可能

財務課
契約・検査担当：
夷
74-8037

アンケー
ト

96 H28.9.11 食文化

個人的な意見だが、県外の方は氷見の
すりみが美味しいと絶賛している。

昨年行われた食イベントでは、すりみ揚
げの販売を行い好評でした。また、秋葉
原で開催されたふるさと甲子園（ふるさと
のご当地グルメ等をPRする全国規模の
イベント）でもすりみ揚げを販売し、氷見
の新鮮な魚のPRを行いました。今後も、
氷見の魚を積極的にPRしていきます。

□可能
□□対応済
□□年度内
□□次年度以降
□□未定
■参考意見
□不可能

観光交流・女性
応援課
観光おもてなし
担当：大石
74-8106


